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砒素が疾病治療の目的に使用されたのは古 く歴史の物語る所であるが)毒 性の最も強V・璽砒

酸の如 き無機砒素化合物からKakodylsaureの 様な毒性の極めて弱V・有機砒素化合物更に又毒

性並に治敷作用上の諸鮎 より現在臨床上に用ぴ られて居るArsenobenzol剤 に至る砒素化合物

は多数 に上つて居 るのである.之 等製剤の作用機韓並に治数作用に關する研究業績は枚學に邊

なきまでに報告されて居 り)又 他方諸種砒素化合物の毒性に就ては多 くの實験成績1一罰がある

が然し實験者により其報告して居る成績には屡々大 きな動揺がある.之 れは實験動物の個性並

に氣候,温 度の影響 も關係があり,叉 本剤の製造工程の複雑性,從 つて其純度にもより,更 に

叉その酸化され易V・性質にも關するであらう.製 品の純度を考へる時は砒素含有量が問題 とな

り〕從つて本剤の毒性 と砒素含有量の問題は諸家検討の野照 となつたことは周知の通 りである,

水 口%〕は本研究所壊造の Arsenobenzolnatrium等 のマウスに就ての耐過量の實験の結果その

含有砒素量と毒性 との關係は大閣平行する事を指摘 して居る・然し之は同一所に於て製造され

た製割 に醗ての研究であるが,製 造所の異なる時は必すしも毒性と含有砒素量が平行して居 ら

ぬ こと蛤稻へ られて居る.叉 化學構造の相違によつて藥物の作用が攣化する事は幾多の研究に

よつて明かなことである.け れ共砒素化合物の様に其の主要因子 として存在する元素の量的割

合と,化 合物の作用 との關 係は極めて重要な意義のある事を否定出來ぬのは明である.そ こで

著者等は十一種の砒素化合物に就て,そ の毒性と砒素の含有量 とが如何な相關を示すかを検討

して観る目的に於て この實験 を行ふてみたのである。

               實験 材料 及び實験 方法

 供試動物はi氣候27-2B),温度,飼 料等一定條件の基で試験室 で一週間以上飼育 した髄重 ユ4瓦よ
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          化 學 硯 究 所 講 演 集 第+三 輯

り18瓦 程 度 の健康 フランスマウスを使用Lた.砒 素 化合物 は Arsenigesaure, Arsens装ure,

KakodylsauresnatriumはMerckの 藥 品にして他 は當研 究室 にて合 成 した もので 下記 の通 り
     '                                                                 繭

で ある.

                     理 論砒 素量  分 析 砒 素量

 1) Arsen量gesaure            I  75.76%     75.63%

 2) Arsensaure                52.82%     52.68%

 3) Kakodylsauresnatrium          35.05%     35。08%

 4) p・Aminophenylarsinsaure        34.52%    34.38%

 5) p-Oxyphenylarsins蕊ure              34.40%       34.10%

 6) P隔Oxy-m-nitrophenylarsins且ure        28.52%       28.67%

 7) p-Oxy-m-aminophenylarsinsaure     32.19%    ',31.98%

 8) p-Oxy-m-aminophenylarsinoxyd     29.07%    29。06%

 9) Arsenobenzolnatrium                   19.70鬼

 10) Neoarsenobenzo1                   -        19・20%

 11)Myoarざenobenzol           -一一     19.08%

 以 上 何れ も砒素量(一 々定 量謝によつ て得 た値で あつて計算値 ではなV・)を 基準 として →ウ ス

鯛重10瓦 に 就 き各藥物 中に含有す る砒素 量 を以て注射量 を定 め,其 の溶液 は何れ も水溶液 とし

て注射時の溶液の濃 度及びpHは 表 中に記載 した如 くで,毎 注射量 はマウ スー匹に野 して1cc

以 下 に して,皮 下 投與 の場合 は背馨部皮下に注射 を行 ひ6匹 を一群 としジ離 賑内投與 は尾静脹

内に行ひ各 々10匹 を一群 と して,一 週間 に亙 り観察 した ・ そ して数同 に亙 る實験値 を平 均 し

た使 用動物藪 に野 する艶死動物籔百分傘 を比較検討 したので あ る.

                實 験 成 績 ,

 亜 砒 酸,砒 酸の無機化合 物 よりArsinsaure及 びAτseno一 化 合髄 の十一種 類の砒素化合物 を

皮下並 に静脈投與 に依 る砒 素量 を基準 とした時の動物艶死率 を窺 つた毒性 に就 ての成 績は第1

表 よ り第11表 に 掲 げた如 くで ある.            、  1
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     吉 岡 ・大 谷 ・ 下 井1諸 種 砒 素 化 合 物 の 毒 性 に 就 て

       第1表Arseniges琶ureの 毒 性(0.03%溶 液pH 9.0)

 棚  量   使用動物鍛 燭 ナ・弊死動物数 百分率

蜷 重・・、A・m,遡 遡 璽 廻魍 騨1墜 輿E 1遡
(・・sen・・・・…em・)雫 濃内 峯 静 峯 欝 箏 静 峯 膿内 峯 欝 箏 欝

 0.02 (0.026)         0    0    0    0    0    0    0    0    0    0    0    0    0  ・ 0

 0.025(0.033)       -   10  -   30   -   30  -   30   -   30   -  .30 . -   30

 0.03 (0.040)        0   40   0   60   0   60   0   60   0   60   0   60   17   60

 0.035(0.046)       -   70  -   90   -  100  -   一   一   一   -   一   一   一

 〇,04 (0.053)        0   90   0  100   0  -   0  -   0  -    0   -   17  -

 0.045(0.060)       -  100  -   一   -   一   一   一   _   -   一   一   一   一

 〇.05 (0.066)        0  100   0   -    0   -   .0   -    0   -    0   -   17   -「

 0.06 (0.080)        0  100   0  -    0  -   0  -   0   -   0  一   ユ7  -7

 0.07 (0.093)       50  100  50  -   50  -   50   -   50  -   50  -   50  -

 0.08 (0.106)       83  100  83  -   83  -   83  -   83  -   83  -   83  -

 0.09(0.120)(以 上) 100 100 -.一  一  一  一  一  一  一  一  一  一  「

       第2表 Arsens加reの 毒 性(0。04%溶 液pH 9.0)

 用  量   使 用 動物 数 に劉 す る弊 死 動物 撒 百分 卒 .

難 重10,A、m,遡 廻遡 廻魍 攣 嬰1製 璽 鱒
(・・se・・…em・)峯 欝 峯 静 峯 蕨内 峯 盤陣 盤内 峯 欝 峯 濃内

 0.03(0.06)          0    0   0   0   0   0   0    0    0   0   0    0   0   0

 0.04(0.08)   0- 0- O- 0- 0- 0- 01_

 0.05(0.10)          0   0   0   10   0  20   0   20   17   20 ・17   20  1117㌧ 20

 0.07(0.13)         -   10   -   30   -   30   -   30   -   30   -   30   -   30

 0.10(0.19)         17   20  33  50  50  60  50  60  50  60  50  60  50  60

 0.12(0.23)         -   30   -   50   -   80   -   80   -   80   -   80   -   80

 0。15(0.29)         33   50   67   80   83  10G   83   -   83   -   83   -   83   -

 O.17(0,32)         50   --   67   -一一  83  -   83   -   82   -   83   -   83  '-

 0.20(O.38)         83   80  100  100   -   一   一   」   一   一   一   _  1_'  _」

 U.25(0.48)(以 」ヒ)   100  100   -   一   一   一   一   一   一   _   _   _   _   _

       第3表Kakodyls浅ureの 毒 性(5.71%溶 液pH 8.0)

  用 量 使 用 動 物 藪 に 劉 す る 弊 死 動 物 数 百 分 率,

封騒10gAs導・ 遡 遡 遡 璽 遡 騨 購 運遡

(施kody騰sn勲m擦 欝 峯 盤内 轍 内箏 鰹 箏 膿内 響 内婆 欝
 3.2(9.12)          -    0  -   0   「   0  -    0  --   0   -    0  一 、  0

 3.5(9.98)          -    0  -   10  -   10  -   1⑪  一   1⑪   一   10  -  ・10

 4.0(11.≦0)         -   10   -   10   --   2⑪   一   20   --   20   -   20  -   20

 4.5(12.23)          0   10   0   20   0  30   0   30   0   30   0   30   0   30
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          牝 學 硯 究 所 講 演 集 第 十 三 輯

 5。0(14.25)         0  30   0  50   0  70   0  70   0  70   0  70   0   70

 5.5(15.68)         33   60  33  80   33   90   50   90   50   90   50   90   50   90

 6.0(17.10)         33  100  33  -   67  -   67 、 -   67  -   67   -   67   -

 6.5(18.53)       50 100  67  -  83  -  83  -  83  -  83  -  83  -

 7.0(19.95)         83  100  100  -   一   一   一   一   -   一   一   一   一   一

 7.5(2L38)(以 上) 100 100 一 一  一 一 一  一  一 一  一  一  ・- 一

       第4表 P-Aminophenylarsins自ureの 毒 性(5・79%溶 液pH 9・0)

  用   量     使 用 動 物 数 に 封 す る 弊 死 動 物 数 百 分 率

贈 重…A・m・ 璽 廻遡 遡 塑1堕 墜1璽 遡

(隷 翻h鋤)讐 内糠 内響 内響 内轍 内響 内雫欝
 0.3 (0.87)          0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0

 0.4 (1.16)          0   0   0   10   0   10   0   10    0   10    0   10    0   10

 0.5 (1.45)         0   3  17  10  17  20  17   30  17   30   17  30   17   30

 0。8 (2.33)         0   0  17  20  17  50  17』 70   33  70   33  70   33  70

 1.0(2,91)        0   0  17  30  17  50  17  80  33  80  33  80  33  80

 2.0 (5.82)         0  {0  33  70  67  100  100   -   一   一   一   一   一   一

 2.5(7.27)        17  -  33  -  100  -  一  一   一   一  一  一   一   _

 3.0 (8.72)-        17   60   33  100  100  -   一   一   一   一   一   一   一   一

 3.5(10.18)         33   -   67   -  100   -   一   一   一   一   一   一   一   一

 4.0(11.64)       33 100  83  -  100  -  一一  一  一  一  -  一  一  一

 4.5(13.09)       33 100 100  -  一  一  一  一  一  一  一  一  一  -

 5.0(14.54)(以 上)  100 100  -  -  一  一  一一  一  一一  一一  一一  一  一  一

        第5表 P-Oxyphenylarsin語ureの 毒 性(5.81%溶 液PH 9.0)

  用   量     使 用 動 物 歎 に 勤 す る 弊 死 動 物 数 百 分 拳

 劉 盟 重10gAsmg  24時 間  48時 間  72時 間  86時 間  120時 間 144時 間 168時 間
          戸L一 ヘ  ー   一   一   一   一   戸一人一へ

(いOxyph蟹 「sins藏u「e)峯欝 雫 欝 響 内 雫 翻 察 膿内 案 膿噂 静

 1.0(2。93)         0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0

 1.5(4.40)           0   0   0   0   0   0   0   10   0   20   17   20   17   20

 1.8(5.28)          0   0   0  10   0  30  33  40  33  40  33  窪0  33  盗0

 2.6(5.87)          0   0   0  20  33  40  33  50  33  50  33  50  33  50

 2.3(6.75)          33   30  33   50   67   70   67   80   83   80   83   80   83   80

 2,5(7.63)         33  30  67  60  67  80  83 100 100  -   一   一   -   -

 2.8(8.21)          33   40   67   80   83  100   83   -  100   -   一   一   一   一

 2,9(8.80)(以 上)  100 100 -一 一 一 一 一 一  一  一 一 一  一 一
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      第6表 P-Oxy-m-nitropheny重arsinsaureの 毒性(0.70%溶 液pH 9.0)

  用   量     使 用 動 物 撒 に 封 す る 警 死 動 物 敷 百 分 率

 i封腫重10gAsmg  24時 間  48時 間  72時 間  86時 間  120時 間  工44時間 168時 間

(畿 瓢 ・㎞・弊癖 ・鞭 ・鞭 内1鞭内鞭 轍 内鞭 内
 0 3(1.05)            0   10    0   10    0   20    0   20    0   20    0   20    0   20

 0.5(1.7盗)          0  40   0  50   0  50  17  50  17  50  33  50  33  50

 08(2.79)         0  50  17  60  33  70  33  70  33  70  33  70  33  70

 1.0(3.49)         0  70  33  90  50 100  67  -   67  -   67  -  67  -

 1.3(4.53)          33   80   50  100   83   -   83   -  100   -   一   一   一   一

 1.5(5.23)         50  100  67  -  100  -  一  一   一  一   一  一  一   一

 1.8(6.28)          50  100   83   -  100  -   一   一   -   一   一   一   一   _

 2.0(6.99)         50  100  100  -   一  _  _   _   -   _   _   _   _   _

 2.2(7.67)        83 100 100  -一  一  _  _  _  _  _  _  -  _  _

 2.5(8.72)(以 上)   100 100  -  一  一  一  一  一  一  -  一   一  一  一

      第7表 p-Oxy-m-aminophenylars三n鉛ureの 毒 性(625%溶 液pH 9.0)

  用 量 使 用 動 物 籔 にi封 す る 弊 死 動 物 藪 百 分 率

 謝 睡 重10gAsmg  器 時 間  48時 間  72時 間  96時 間  120時 間 144時 間 168時 間

(識 麗留 ・㎞・・)轍 ・鞭 ・轍 ・鞭 内鞭 内1鞭 内1鞭 内
  2。5 (7.82)        0   0   0   0   0  10   0  10   0  10   0  10   0  10

  3.0 (9.38)         0   0   0  10   0   20   0   20   0   20   0   20   0  20

  3.5(10 94)         0   10   0   30   0   40   0   40   0   ≦0   0   40   0   蔓0

  4.0(12.51)         0   30   0  農0   0   40   0   40   0   40   0   40   0   40

  4.5(14.07)          0   30    0   50    0   50    0   50    0   50    0   50    0   50

  5.0(15.63)         0  40   0  60   0  70   0  70   0  70   0   70   0   70

  5.5(17.20)         0   60   0  70   0  τ0   0   70   0  70   0   70   0  70

  6.0(18.82)       0  90   0  90   0  90   0  90   0  90   0  90   0  90

  6.5(20.39)         0  1⑪0   0  -    0  -   0  -    0, -    0   -   0  -

  7.0(21.95)          0  100    0   -    0   -    0   -    0   -    0   -    0   -

  7.5(23.45)       0 100   0  -  17  -  17  -  17  -  17  -  17  -

  8.0(25.08)        33   -   33   -   33  -   33   -   33   -   33   -   33   -

  9.0(28.21)        33  100   50   -   50   -   50   -   50   -   50   -   50   _

 10.0(31.27)        50  100   67   -   67  -   67   -   67   -   67   -   67   -

 10.5(32.83)        50  100   83  ・一一  100   -   一   一   一   _   _   _   _   _

 11.3(35.33)(以 上) 100100 - 一 一 一 _ _ _ _ _ _ _ _

                  (33)
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    第8表 P-Oxy-m-aminophenylarsinoxydの 毒性(0.07%溶 液pH 9.0)

 用 量 使 用 動 物 数 に 樹 す る 弊 死 動 物 撒 百 分 峯

劉醗重10gAsmg  24時 間  48時 間  72時間  96時 間  120時 間 144時 間 168時 間      一    {    {    一    一    一    一

(翻 謂 留ophenyL)螺 内峯 叢内 轍 弊 欝 峯 濃内 雫 濃内 峯 盤内
 0.05、0.17)          0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0

 0.06:0.21)  0⑪0100ヱ0010010010010

 0.07(0.24)         `)  10  17   30   17  30  17   30  17   30   17  30   17   30

 0.08(0.28)        17  20  33  50   33  50  33  50  33  50  33  50  33  50

 0.09(0.31)         33  40  67  70  67  70  67  70  67  70   67  70  67  70

 0.工0(0.34)         50   60  83   90   83  90   83   90   83   90   83   90   83   90

 0.11(0.38)(以 上)   100  100   -   一   一   一   一   一   -   -   一   -   一   一

     第9表 Arsenobenzolnatriumの 毒 性(LO1%溶 液pH IL5)

 用   量     使 用 動 物 藪 に 劃 す る 弊 死 動 用 藪 百 分 傘

樹 謹 重10gAsmg  24時 問  48時 聞  72時 間  96時 間  120時 …間  1彊 時 問  168時 間    
.  一 { 一   { 一   一 {

(舟senob鷺1natロum)織 内 雫 簾内 箏 欝 峯 欝 峯 欝 峯 翻 察 叢内

 0.4(2.03)         0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0

 0.5(2,54)          0   0   0  10   0  10   0  20   0  20   0  20   0  20

 06(3.05)          0   30  17  30  17  30  17  40  17  40  17  40  17  40

 0齢7(3.55)         0  30  17  30  33  30  33  50  33  50  33  50  30  50

 0 8(4.06)          17   80  33   80   33  100   50   -   50   -   50   -   50   -

 0.9(4.57)          67  100  83   -  100  -   一   一   一   一一   一   一   一   一

 1、Ok5.08)          83  100  100   -   一   一   -   一   一   一   一   一   一   一

 1.1(5,58)         83  100  100  -一  一   一   一   一   一   一   一   一   一   一

 1.2(6.09)(以 上)  100 100 - 一 一 一 一  一 一 一  一 -  一  一

     第10表 Neoarsenobenzo1の 毒 性(1.04%溶 液pH8。1)

 用   量     使 用 動 物 籔 に 封 す る 弊 死 動 物 数 百 分 率

射 禮 重10gAsmg  24時 間  48時 間  72時 間  96時 間  120時 間 144時 間 168時 間      一    一    一    一    一    {    一
(Ne・arsen・benz・1 mg)響 内 犠 弊 盤噂 欝 峯 欝 峯 欝 峯 盤内

 0.2(1.04)           0    0   0    0   0    0    0    0    0    0    0    0    0    0

 0.3(1.56)          0   0   0   0   0   0  ユ7  20  17  20  17  20  ユ7  20

 0.4(2.08)         17  _0  17  20  33  30  33  40  33  40  33  40  33  40

 0.5(2.60)         17  20  33  30  33  30  33  30  33  50  33  50  33  50

 0.6(3。13)         17  30  33  30   33  30  33   50   50   60  50  60  50  60

 0.7(3.64)           50   80   83  100  ユ00   -   一   一   一   一   _   _   _   _

 0.8(4。16)(以 」ヒ)   100 100  -  一  一  一  一   一   一   一   一   一   一   一

           (34)
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         第11表 Myoarsenoben乞01の 毒性(1.05%溶 液pH 6.5)

  用   量     使 用 動 物 数 に 封 す る 弊 死 動 物 数 百 分 率

 i封膿重10gAsmg  24時 間  娼時間  72時 間  96時 間  12G時 間 144時 間 玲8時 間
           一   一   一  {   {   一   {

(M・・arsen・b・n・・1 m・喋 蟹内 襟 内 襟 内 峯 静 峯 欝 察 辮 峯 欝

 0.7(3.67)         0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0

 0.8(420)      -  17  10  17  10  工7  20  17  20  17  20  17  20  17  20

 0.9(4.72)         17  20  33  30  33  30  33  30  33  30  33  30  33  30

 1 0(5.24)          50   50   50  50   50   50  50   50   50   50   50   50   50  50

 1.1(5.77)           50   80   50   90   50  100   50   -   50   -   50   -   50   -

  1.2(6.29)         50  100  67  -   67  -  67  -   67  -   67  -   67  -

 1.3(6ゐ81)          83  100  100   -   一   一   一   一   一   一   一   一   一   一

 1.4(7.33)(以 上)   100  100  -  一  一  一  一   一   一   -   一   一   一  一

 今 上 記 の 表 に 就 て 藥 物 注 射 後72時 間 後 に 於 て の 動 物 の 艶 死 を 全 く來 さ ぬ 最 大 量(假 に絶 膣 耐

過 量 と名 つ く)難 死 牽30--33男 以 下 の 最 大 量(耐 過 量 と 名 つ く)及 全 動 物 の 死 を 招 來 す る最 少 量

(假 に 絶 甥 致 量 と 名 つ く)を 以 て 表 を作 つ て 翻 る と第12表 及 第13表 と な る.

              第12表 皮 下注 射 に依 る毒 性 の比較

                    注 射 後72時 間 内 に於 け る弊 死 動 物 百分 率

     砒 素 化 合 物    Pro 1090%As mg Pro 10933%As mg Pro 109100%Asmg.

                 (各 藥 物mg)   (各 薬 物mg)   (各 藥 物mg)

  P・Oxy-m-aminophenylarsins百ure  7.00(2L95)    8.00(25.⑪8)    10.50(32.83)

  Kakodyls巨ure                5.00(1窪,25)      5.50(15.68)       7.00(19.95)

  p顧Oxyphenylarsinsaure         L80 (5.28)      2.00 (5.87)       2.90 (8.80)

  Myoarsenobenzo1       0.70(3,67)   0.90(4.72)   1.30(6.81)

  p-Oxy-m・nitrophenylarsins藏ure  O.50(ヱ.74)   0.80(2.79)    1.50(5.23)

  A缶senobenzolnatrium         O.50(2.54)    0.80(4.06)     0.90(4.57)

  p・Aminophenylarsins菖ure     O。3 (0。87)    1.50(4.36)    2.50(727)

  Neoarsenoben勿oI         O.3 (L56)    0.60(3.13)    0.70(3.64)

  Phenylarsinoxyd             O.06(0.21)     0.08 (0.28)      0.11(0.38)

  Aπsens乞ure             O.05(0.10)    0.10(0ユ9)     0.20(0.38)

  Aτseniges乞ure           O.06(0.080)    0.07(0.093)    0.09(0。120)

             第13表 静 脹 注 射 に依 る毒 性 の 比 較

                    注 射 後72時 間 内 に於 け る弊 死 動 物 百 分率

     砒 舞 化 合 物  Pro1090%Asmg Pro10930%Asmg Pro109100%Asmg

                 (各 藥 物mg)   (各 藥 物mg)   (各 藥物mg)

   1くakodyls乞ure                3.20(9.12)       4.50(12.23)       5.80(16.53)

   p-Oxy-m-aminophenylarsins蕊ure 2.00(6.25)    3.00-3.50(10.94) 6.50(20.39)

  p噌Oxyphenylarsinsaure         1.50(4.40)      1.80(5.28)      2,80(8.21)

                   (35)
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  Myoarsenobenzo1       0.7G(3,67) 唱 0.90(4。72)   1.10(5.76)

  Arsenobenzolnatrium           O.40(2.03)       0.70 (3.55)       0.80 (4.06)

  p・A甲inophenylarsinsaure     O.30(0.87)     0.70(2.04)     2100(5.82)

  Neoarsenobenzol            O・30(1.56)      0,60(3.13)      0.70 (3,6窪)

  p-Oxy-m・nitrophenylarsins奇ure  O.10(0.35)    0.30-0.50(1.78) 1.00(3.49)

  Phenylarsinoxyd            O.05(0.17)      0.07(0,24)      0.11 (0.38)

  Arsens菖ure             O.03(0。06)     0.07(0.13)     0.15(0.29)

  Arseniges闘ure      O.02(0.026)  0.025(0.033)  0.035(0.046)

 以 上 の 成 績 か ら観 る と 砒 素 化 合 物 は 其 構 造 如 何 に よつ て 砒 素 量 と は 全 く關 係 の なV・ 毒 性 を 示

す もの で あ る こ と が 明 で,翻 眠注 射 の 場 合 及 皮 下 注 射 の 場 合 を通 じ て 砒 素 量 か ら判 定 し た 場 合

にKakodylsaure及P-Oxy-m-aminophenylarsins試ureが 最 も毒 性 弱 く,P-Oxyphenylarsins加re

之 に 次V・ で 弱V・ 毒 性 を 示 し,次 にArsenobenzolnatrium, Neo, Myo,及P-Aminopheny-

arsinsaure, P-Oxy-m-nltrophenylarsinsaure,等 が 作 用 が 弱 い. そ し て 他 の 三 者 即 Pheny1-

arslnoxyd及Arsinsaure並 にArsenigesaureは 断 然 強 い 毒 性 の あ る 事 を 知 る 事 が 出 來 る の で

あ る,毒 性 は 静 脈 注 射 の 場 合 と皮 下 注 射 の 場 合 と を個 々 の も の に 就 て 比 較 す れ ば 前 者 の 場 合 強

い 毒 性 の 認 め ら る 』は 當 然 の 事 で あ る が,各 化 合 物 の 毒 性 強 度 の 順 序 を 仔 細 に 定 め る 場 合 に 化

合 物 の種 類 に よつ て は 皮 下 に 與 へ た 場 合 と静 脈 に 與 へ た 場 合 と に 於 て 其 の 順 位 が 逆 に な る こ と

が あ る.印 ち最 も毒 性 の 弱 いKakodylsaureとP-Oxy-m-aminophenylarsins銭ureの 爾 者 に 就 て

も皮 下 注 射 の 場 合 は 後 者 の 毒 性 前 者 に 劣 り静 脈 の 場 合 に は 其 の 蓮 と な る.叉Arsenobenzo1撹

相 互 の 聞 に も 同檬 關 係 が 認 め られ る.其 理 由 に 關 し て は 樹 多 く を 云 ふ べ き 實 験 的 根 篠 を 持 た ぬ

故 事 實 を の み 記 し た.

 叉 以 上 の 實 験 成 績 値 をBehrens3D)のL. D.50測 定 法 に よ つ て マ ウ ス髄 重Pro 10瓦 に 封 す

る50%致 死 量 を 計 算 す れ ば 第14表 の 如 き 結 果 と な る.

     第14表 皮 下 並 に静 脈 投 興 に よ る注 射 後72時 間 に於 け るLD.5⑪Asmg数

       砒 索 化 合 物           皮 下注 射           静 脹 内注 射

   Arseniges蓑ure                 O.072                0,028

   A■sens互uτe                   Oユ17                0.097

   Kakodyls哲ure                        5.83                        5.06

   p-Am量nophepy】ars三 ηs互ure         2。07               1.08

   p_Oxyphenylarsins百 αre                2,31                       2.09

   P隔Oxy-rn-nitrophenylarsinsaure          O・81                      0.52

   p-Oxy-m-aminophenylarsins葭ure      8.92               4.82

   PhenyIarsinoxyd                   α088                    0・085

                   (36)
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      Arsenobenzolnatrium           O.81              0.63

      Neoarsenobenzol         O。53          0.41

      Myoarsenobenzo1           1.08            1.00

 上 記 の 各 種 砒 素 剤 に 就 て 得 ら れ た 結 果 か ら 判 定 す る と 砒 素 化 合 物 に 於 て は 其 の 毒 性 が 含 有 せ

ら れ る 砒 素 の 多 寡 の み に よ ら す 其 能 動 性 如 何 と 大V・ に 關 係 あ る 事 を 重 要 観 せ ね ば な ら ぬ と 思 、

ふ.
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